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あなたご自身の場合　　　　あなたのお子さんの場合

81.7
84.3

38.9
50.2

42.6
44.0

38.4
34.0

57.7
44.7

17.9
13.7

35.0
26.4

17.7
13.8

30.1
21.9

26.7
25.2

17.6
11.7

29.3
27.7

7.2
4.1

21.2
20.6

2.7
2.1

3.4
2.8

11.3
9.4

人柄、性格

趣味や価値観

仕事に対する相手の理解と協力

家事や育児の能力や姿勢

経済力

学歴

職業

家柄

離婚歴

国籍・民族

相手やその家族に障がいのある人がいるかどうか

相手やその家族の宗教

一人親家庭かどうか

同和地区出身者かどうか

その他

とくに気になる（気になった）ことはない
 

不明

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％ 90％

避けると思う　　　　　  どちらかといえば避けると思う　　　どちらかといえば避けないと思う　　　
まったく気にしない　　　わからない　　　　　　　　　　　 無回答・不明

（１）同和地区の地域内である

（２）小学校区が同和地区と同じ区域になる

（３）近隣に低所得者など、生活が困難な人が多く住んでいる

（４）近隣に外国籍の住民が多く住んでいる

（５）近くに精神科病院や障がい者施設がある

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％ 90％ 100％

30.5 11.624.5 11.5 12.8 9.1

19.0 23.9 17.6 17.7 11.8 9.9

10.7 25.9 23.3 20.7 9.7 9.6

27.411.3 22.8 20.0 9.0 9.5

11.4 25.1 23.9 19.5 10.4 9.6

差別意識は現在もあまり変わらず残っている　　　差別意識はさらに強くなっている　　　
差別意識は薄まりつつあるが、まだ残っている　　　 （残っていないとはいえない）　　　　
 差別意識はもはや残っていない　　　　　　　　  わからない　　　　
無回答・不明

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％ 90％ 100％

13.2

0.3

53.5 9.2 14.1 8.7

1.0

1. 自分自身や自分の子どもの結婚という具体的な事象にあたり、相手の気になること（なったこと）
について聞きました。

3. 同和地区や同和地区の人に対する差別意識が、いまでも残っていると思うかどうか聞きました。

2. 住宅の購入という具体的な事象にあたり、次のような条件の住宅を「避けると思う」から「まっ
たく気にしない」の４段階と「わからない」で聞きました。
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0.0 5.0 10.0 15.0 20.0 25.0 30.0 35.0 40.0

無回答・不明

その他、自らの体験に基づいて

同和地区に友人（知人）がおり、その人からの話で

以前、同和地区あるいはその近くに住んでいて、その時の印象から

地方公共団体や民間啓発団体などの啓発資料（広報誌やちらしなど）から

学校時代の学習経験や地域・職場での研修などから

インターネット上の情報やメディアによる報道、書籍などからの情報で

自分の身近にいる人が話している内容などから

とくにこれといった理由はなく、単なるイメージ 36.4

29.5

10.8

16.1

10.9

11.6

10.5

5.3

18.9

46.1

18.5

45.0

19.0

15.8

25.5

20.6

47.5

13.8

12.6

4.5

6.9

54.0

4.5

2.0

0.7

結婚問題や住居の移転などに際して、同和地区出身者やその関係者とみなされることを避けたいと思うから

差別落書きやインターネット上での誹謗・中傷など、差別意識を助長する人がいるから

同和問題に名を借りて不当な利益を得ようとする、いわゆる「えせ同和行為」などを見聞きすることがあるから

運動団体の一部活動家による不祥事などがあったから

マス・メディアによって、同和問題に関わる不祥事などが大きく取り上げられることがあるから

運動団体による活動が、市民の共感を得られず、逆に反感を招いているから

同和問題を解決するために行ってきたこれまでの同和対策の必要性が十分に理解されていないから

いまでも同和地区の人だけ、行政から優遇されていると思うから

同和問題について積極的になくそうとする方向で活動するのではなく、あえて距離をおこうとする人が増えたから

これまでの教育・啓発の手法では、差別意識をなくすことに限界があったから

同和地区の人々の生活実態が、現在でも困難な状況におかれたままだから

差別をしてはいけないと規制する法律がないから

昔からの偏見や差別意識を、そのまま受け入れてしまう人が多いから

その他

わからない

無回答・不明

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

10.6

11.8

12.0

12.0

11.9

10.6

12.1

11.9

12.0

11.0

12.5

32.8

15.0

11.4

8.5

11.1

8.0

9.3

7.0

6.3

10.5

6.5

4.1

11.6

13.8

10.6

21.3

10.9

27.8

3.7

24.8

10.2

無回答・不明わからないそう思わない

どちらかといえばそう思わないどちらともいえないどちらかといえばそう思うそう思う

(11)地域の学校において、広く人権問題に関する教育に取り組んでいる

(10)いまでも行政から特別な扱いを受け、優遇されている

(9)同和地区の人々が地域外の人々との交流に力を入れている

(8)同和問題に名を借りた、いわゆる「えせ同和行為」で不当な利益を得ている人がいる

(7)同和地区では、高齢者や障がい者への生活支援など、同和問題以外の人権問題にも積極的な取り組みが進められている

(6)なにか問題が起こると、集団で行動することが多い

(5)人権問題について、意識の高い人が多い

(4)地域社会（コミュニティ）の中での連帯意識を持った人が多い

(3)地区外の人に対して、閉鎖的な意識を持った人が多い

(2)親切で、人情味にあふれた人が多く住んでいる

(1)所得の低い人が多く住んでいる

12.9

11.8

8.551.19.4

7.934.322.7

4.932.028.5

6.237.122.9

3.3
24.532.0

5.045.816.4

2.7
27.322.8

11.151.97.9

3.1
24.030.5

4.841.819.7

0.1

0.1

0.2

0.2

0.2

0.6

0.5

0.5

0.2

0.6

11.4 26.8
0.0

差別意識は現在もあまり変わらず残っている　　　差別意識はさらに強くなっている　　　
差別意識は薄まりつつあるが、まだ残っている　　　 （残っていないとはいえない）　　　　
 差別意識はもはや残っていない　　　　　　　　  わからない　　　　
無回答・不明

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％ 90％ 100％

13.2

0.3

53.5 9.2 14.1 8.7

1.0

4. 同和地区が「残っている」と回答した方に対し、同和問題に関する差別意識がなくならない理由に
ついて聞きました。

5. 同和地区に対するイメージについて、「そう思う」から「そう思わない」の５段階と「わからない」で
聞きました。

6. 同和地区に対するイメージを持った理由について聞きました。

※詳細は、大阪府のウェブサイトで公開されている。
    基本編　http://www.pref.osaka.jp/jinken/measure/ishiki22_index.html


